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郵送し、インタビュー当日に同意書を回収した。以下、調査対象者のプロフィールである。         
 
調査期間 










2017 年 8 月に 1 回目のインタビューを 3 名に実施した。その後、同年 11 月に 2 回目の







を尊重し、場面に合わせて質問内容を変更、追加した。1 回の面接で 1 人約 3 時間実施し、





















表 1　Aさんのライフストー リー の概略 






戦時中、A さんは 7 歳であった。戦前は、父親、母親、兄（9 歳）、妹 2 人（1 歳、3 歳）と生活を送っ
ていた。戦争が始まると、父親は防衛隊として召集され、戦場では A さん、母親、兄、妹 2 人
の 5 名で逃げ回る。艦砲射撃や迫撃砲が飛び交う中、南部へと逃げる道中で、A さんと妹 2 人は、
母親と兄とはぐれる。A さん達は母親と兄を必死で探したが、死体で発見する。A さんは幼い妹



































































































表 2　Bさんのライフストー リー の概略
10 歳 戦争を体験。戦争で父親、父方の祖父母、母方の祖母、兄、従妹が亡くなる。
11 ～ 18 歳 復員した叔父と生活を送る。
26 歳頃 結婚。
30 歳頃 病気で夫を亡くす。
60 歳頃 戦後 50 年目を節目に本を出版する。
75 歳頃 語り部活動を始める。
Ⅰ　戦争体験の物語
戦時中、B さんは 10 歳であった。戦争が始まると、父親は軍医として召集され、戦場では、B さん、


















































































































（C さんは、2 回目のインタビューの同意が得られなかったため、1 回のインタビューの
みで考察する。）
表 3　Cさんのライフストー リー の概略 
12 歳 第二高等女学校（戦中に白梅学徒隊として編成される）に入学。
16 歳 戦争を体験。白梅学徒隊として従軍看護を経験する。
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